








































































































































































生薬 産地 細壷 数 真菌数 酵母数 生薬 産地 細菌数 真菌数 【母数１ 菌陳蕎 湘江 4.3×105 4.2×104 3.1×104 2２ センナ ｲﾝﾄ● 1.3×105 2.2×104 ￣
２ 薗呑
￣￣￣北海道 2.9×106 1.9×105 1.9×103 2３ 蘇葉 広東 4.7×104 5.8×103 ￣
３ 黄等 山東 1.2×104 8.2×102 ■l■■■■■ 2４ 大黄 四川 8.0×102 6.3×102 ￣
４ 黄柏 岩手 9.3×103 3.4×103 2.8×103 2５ 沢漕 四川 １×101 １０↓ ￣
５ 葛根 海北 1.2×103 2.5×103 ●■■■■■ 2６ 地黄 湖南 1.3×104 9×101 ￣
６ 滑石 福蓬 1.6×105 5.1×104 ■■■■■■ 大腹皮 ﾀイ 3.5×101 １０↓ ￣
７ 甘草 寧互 5.0×103 7.0×103 1.0×102 知母 河北 5.3×103 4×101 ■■■■■■
８ 桔 ■。 更 湖北 1.7×102 1.8×102 ￣ 2９ 当帰 油i江 3.5ｘ105 9×101 ￣
９ 杏 ￣■■■■ 広東 7.5×103 1.4×103 ￣ 3０ 桃仁 －■■ :州 2.5×103 7.5×103 ￣
1０ 荊芥 ￣)回 ■ロロ 上 4.1×104 2.4×103 ￣ 3１ 人参 林 1.7×106 1.3×104 ￣
1１ 桂皮 広東 8.0×102 ４０×102 ￣ 3２ 薄荷 ■■ 二海 4.3×103 2.5×102 ￣1２ 厚朴 四）1１ 1×101 1.0×102 ■■■■■■ 半 ■け :州 1.6×102 １０↓ ￣
1３ 五味子 黒龍江 5.3×103 1×101 ■■|■■■■ 3４ 白フｔｌ黒龍江 3.9×105 6.0×103 2.0×1031４ 細辛 ヨ房 ■林 2.7×106 3.7×104 2.6×104 3５ 白１Ｆ 漸江 6.9×104 4×101 ￣而一 山楯子 激---南 1.3×103 2.0×104 ￣ 3６ 荏苓 安徽 8×101 』 I● Ox104 ￣1６ 山茱萸 河南 1.1×103 1×101 _ 3７ 剛ｉ風 内蒙古 1.6×105 1×103 ￣
1７ 山薬 河南 7.9×102 １０↓ ￣ キ :丹皮 安徽 5.1×103 3×101 ￣1８ 苛薬 安徽 9.5×102 2×101 ■■■■I■■ 3９ ＄ ■■ 鰯 遼寧 1×101 1×101 ￣1９ 生姜 貴州 1.8×102 1×101 ￣ 』 ０ 麻黄 内蒙古 6.5×105 3.1×104 2.2×1032０ 石膏 山東 2.2×103 1.5×102 ￣ 。 １ ●５■■■ i政仁 湖南 9×101 3×101 1×1012１ 川芭 ﾖ本 7.3×103 2×101 ■■■■■■ ４ ２ 。■‐１１Ⅱ ｉ慣 ０ 山西 1.6×102 4×101 ￣
４ ３ 連鐘 映西 8.0×103 9.4×103 ■■■■■■
学位論文審査結果の要旨
生薬に付着する微生物の実態調査については、これまで細菌に関しては種々論議されてきたが酵母に関し
てはなかった。本研究は、生薬に付着する酵母を含む真菌類の実態および真菌類が生薬品質に与える影響を
実験科学的に証明したものである。
発表者は先ず、蘂用生薬４３品目の付着酵母の検討を行った結果、｡:yPtococc"ｓ腕czg""ｓを始めとする８
種の菌株を分離同定した｡'さらに、これらの生薬分離酵母の耐熱`性を検討し、６０℃でほぼ不活性化したこと
から、現行の日局に準じた生薬の温風乾燥は、微生物量の制御に有効であると考察した。
次いで、真菌類が生薬品質に与える影響を実験科学的に証明するため、ダイオウを実験材料として、濾下
活`性物質に与える影響を検討した。その結果、付着真菌の中に主たる潟下活性成分であるsennosideAを分
解する菌株が存在することを見出し、濾下活性を低下させないためには生薬の調製中あるいは保管中に真菌
被害を受けないようにする必要があることを示唆した。一方、ダイオウには駆お血、消炎、健胃などの薬能
もあり、これらの薬効を高め潟下活性を低下させるなど、目的に則した品質のダイオウを得るために、今後
は真菌類を利用した加工調製が期待できることを提唱した。
以上、本研究はこれまで解明されていなかった生薬付着酵母の実態を解明し、また真菌類を用いた生薬修
治という新たな方向性を提示したもので、業績は博士論文（薬学）として高く評価される。
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